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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５、１５：０、１５：１、１５：２、１５：３、１５：４
及び１５：６の群から選択される少なくとも１つの銅フタロシアニン色素を含み、式（Ｉ
）
【化１】

　（式中ｎは１の数である。）
の少なくとも1つの色素分散剤も含む色素組成物。
【請求項２】
　銅フタロシアニン色素対式（Ｉ）の色素分散剤の重量比が（９９．９：０．１）ないし
（７５：２５）である、請求項１に記載の色素組成物。
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【請求項３】
　銅フタロシアニン色素対式（Ｉ）の色素分散剤の重量比が（９９：１）ないし（８０：
２０）である、請求項１又は２に記載の色素組成物。
【請求項４】
　前記銅フタロシアニン色素及び式（Ｉ）の色素分散剤を互いに混合することを含む、請
求項１ないし３のうちのいずれか１つに記載の色素組成物を調製するための方法。
【請求項５】
　プラスチック、樹脂、ニス、塗料、電子写真トナー若しくは現像液、カラーフィルター
、インク、又は種を着色するための、請求項１ないし３のうちのいずれか１つに記載の色
素組成物の使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、フタロシアニン色素を基礎色素として含み、Ｃ．Ｉ．紫色素２３から誘導さ
れる色素分散剤を含む新規の色素調製物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　色素調製物は、基礎色素と、特定の活性を有する基によって置換される色素である色素
分散剤と呼ばれるものとの組み合わせである。前記色素分散剤は適用媒体、特に塗料及び
印刷用インクにおいてそれらの分散を容易にし、前記色素の流体力学特性及び色彩特性を
亢進するために、前記色素へ添加される。高度に着色された塗料及び印刷用インク濃縮物
（ミルベース（ｍｉｌｌｂａｓｅ））の粘性は低下し、前記色素粒子の綿状沈殿は減少す
る。結果として、例えば色彩の濃さ、透明性及び光沢を増大させることができる。このこ
とは、特に金属塗料に対して望ましい。
【０００３】
　ＷＯ　０２／０４５６３は、大多数の色素及び微量色素の固溶体と流体力学向上剤との
混合物を含む分散剤を開示する。
【０００４】
　ＥＰ－Ａ－１　１３０　０６５は、銅フタロシアニン及び第二有機色素から構成され、
適宜、銅フタロシアニン誘導体を含んでもよい同様の混合物を開示する。
【０００５】
　公知の色素及び色素調製物は、前記産業の需要のすべてに必ずしも合致するとは限らな
い。特に青の色素について、色彩の濃さ、透明性、流体力学、及び光沢に関する改善のた
めの必要性が存在してきた。
【０００６】
　本目的は、驚くべきことに、フタロシアニン基礎色素と特定の色素分散剤とを含む色素
調製物によって達成されることが明らかとなった。
【発明の開示】
【０００７】
　本発明は、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５、１５：０、１５：１、１５：２、１５：３
、１５：４及び１５：６の群から選択される少なくとも１つの、好ましくは１若しくは２
の銅フタロシアニン色素と、式（Ｉ）
【０００８】
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【化２】

　（式中ｎは１、２、３又は４の数であり、好ましくは１若しくは２である。）
の少なくとも1つの、好ましくは１、２又は３の色素分散剤も含む色素調製物を提供し、
銅フタロシアニン色素と式（Ｉ）の色素分散剤との重量比は好ましくは（９９．９：０．
１）ないし（７５：２５）、より好ましくは（９９：１）ないし（８０：２０）、特に好
ましくは（９８：２）ないし（８５：１５）、非常に特に好ましくは（９７：２．５）な
いし（９０：１０）である。
【０００９】
　式（Ｉ）の色素分散剤は公知の化合物であり、例えばＥＰ－Ａ－３２１　９１９に記載
の公知の方法によって調製できる。
【００１０】
　前記銅フタロシアニン色素と前記色素分散剤のほかに、本発明の色素調製物は、さらに
、例えば界面活性剤、非色素及び色素分散剤、賦形剤、標準化剤、樹脂、ワックス、消泡
剤、防塵剤、増量剤、帯電防止剤、遮光着色料（例、Ｐ．Ｖ．２３）、保存料、乾燥遅延
剤、流体力学調節添加剤、湿潤剤、抗酸化剤、紫外線吸収剤、及び光安定剤などの通例の
補助剤又は添加剤を、前記色素調製物の総重量を基礎として、好ましくは０．１重量％な
いし２５重量％の量で、特に０．５重量％ないし１５重量％の量で含むことができる。未
置換の、単置換された及び二置換されたＰ．Ｖ．２３の混合物の形態における前記色素分
散剤を合成及び使用することも可能である。
【００１１】
　適切な界面活性剤には、陰イオン性若しくは陰イオン活性化物質、陽イオン性若しくは
陽イオン活性化物質、及び非イオン性若しくは両性物質、又はこれらの物質の混合物が含
まれる。
【００１２】
　適切な陰イオン性物質の例には、脂肪酸タウリド（ｔａｕｒｉｄｅ）、脂肪酸Ｎ－メチ
ルタウリド、脂肪酸イセチオン酸塩、ドデシルベンゼンスルホン酸を例とするアルキルフ
ェニルスルホン酸塩、アルキルナフタレンスルホン酸、アルキルフェノールポリグリコー
ルエーテル硫酸、脂肪アルコールポリグリコールエーテル硫酸、脂肪酸アミドポリグリコ
ールエーテル硫酸、アルキルスルホスクシンアマート、アルケニルコハク酸モノエステル
、脂肪アルコールポリグリコールエーテルスルホコハク酸、アルカンスルホン酸塩、脂肪
酸グルタミン酸塩、アルキルスルホコハク酸塩、脂肪酸サルコシドが含まれ、脂肪酸、例
えば、パルミチン酸、ステアリン酸及びオレイン酸；これらの陰イオン性物質の塩及び石
鹸、例えば脂肪酸のアルカリ金属塩、例えばアビエチン酸であるナフテン酸及び樹脂酸、
例えば松脂により修飾されるマレイン酸樹脂であるアルカリ可溶性樹脂、及び塩化シアヌ
ル、タウリン、Ｎ，Ｎ’－ジエチルアミノプロピルアミン及びｐ－フェニレンジアミンに
基づいた濃縮製剤が含まれる。好ましくは樹脂石鹸、すなわち樹脂酸のアルカリ金属塩で
ある。
【００１３】
　適切な陽イオン性物質の例には、四級アンモニウム塩、脂肪アミンオキサルキレート（
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ｆａｔｔｙ　ａｍｉｎｅ　ｏｘａｌｋｙｌａｔｅ）、ポリオキシアルキレンアミン、オキ
サルキレート化した（ｏｘａｌｋｙｌａｔｅｄ）ポリアミン、脂肪アミンポリグリコール
エーテル、一級、二級又は三級アミン、例はアルキルアミン、シクロアルキルアミン又は
環化アルキルアミン、特に脂肪アミン、ジアミン及び、脂肪アミン若しくは脂肪アルコー
ルから誘導されるポリアミン、及び前記アミンのオキサルキレート（ｏｘａｌｋｙｌａｔ
ｅ）、脂肪酸から誘導されるイミダゾリン、ポリアミノアミド又はポリアミノ化合物又は
、ポリアミノアミド若しくはポリアミノ化合物の１ｇ当たりＫＯＨの１００ないし８００
ｍｇのアミン指数（ａｍｉｎｅ　ｉｎｄｅｘ）を有する樹脂、及び例えば酢酸塩若しくは
塩化物などのこれらの陽イオン性物質の塩が含まれる。
【００１４】
　適切な非イオン性及び両性物質の例には、脂肪アミンカルボキシグリシン酸塩、アミン
オキシド（ａｍｉｎｅ　ｏｘｉｄｅ）、脂肪アルコールポリグリコールエーテル、脂肪酸
ポリグリコールエステル、脂肪酸アミドＮ－プロピルベタインなどのベタイン、脂肪族及
び芳香族アルコールのリン酸エステル、脂肪アルコール若しくは脂肪アルコールポリグリ
コールエーテル、脂肪酸アミドエトキシラート（ｅｔｈｏｘｙｌａｔｅ）、脂肪アルコー
ル－酸化アルキレン（ａｌｋｙｌｅｎｅ　ｏｘｉｄｅ）付加体及びアルキルフェニルポリ
グリコールエーテルが含まれる。
【００１５】
　非色素分散剤とは、構造的に有機色素に由来しない物質を意味する。非色素分散剤は、
色素を実際に調製する間に分散剤として添加されるが、しばしば、着色される適用媒体中
に色素を取り込む間に分散剤として添加され、例えば、ニス若しくは印刷用インクの調製
の間に、前記対応する結合剤に前記色素を分散することによって添加される。構造的に有
機色素に由来しない物質はポリマー物質であってもよく、例は、ポリオレフィン、ポリエ
ステル、ポリエーテル、ポリアミド、ポリイミン、ポリアクリル酸塩、ポリイソシアン酸
塩、それらのブロック共ポリマー、前記対応する単量体の共ポリマー、又は異なるクラス
由来の数個の単量体で修飾される１つのクラスのポリマーである。これらのポリマー物質
は、例えばヒドロキシル、アミノ、イミノ及びアンモニウム基、カルボン酸及びカルボン
酸塩基、スルホン酸及びスルホン酸塩基又はリン酸及びリン酸塩基などの極性アンカー基
を保有し、芳香族非色素性物質で修飾されることもできる。非色素分散剤はさらに、官能
基で化学的に修飾され、有機色素に由来しない芳香族物質であってもよい。この種の非色
素分散剤は当業者に公知であり、いくつかの場合において商業的に入手可能である（例、
Ａｖｅｃｉａ社のＳｏｌｓｐｅｒｓｅ（Ｒ）、Ｂｙｋ－Ｃｈｅｍｉｅ社のＤｉｓｐｅｒｂ
ｙｋ（Ｒ）、Ｅｆｋａ社のＥｆｋａ（Ｒ））。多くのタイプが、以下に例示される。原則
として、記載されている望ましい任意の他の物質を使用することも可能であるが、例示さ
れるのは、イソシアン酸塩及びアルコールの濃縮製剤、ジオール若しくはポリオール、ア
ミノアルコール又はジアミン若しくはポリアミン、ヒドロキシカルボン酸のポリマー、オ
レフィン単量体若しくはビニル単量体の共ポリマー及びエチレン的に不飽和のカルボン酸
及びカルボン酸エステル、エチレン的に不飽和の単量体のウレタン含有ポリマー、ウレタ
ンにより修飾されるポリエステル、ハロゲン化シアヌルに基づいた濃縮製剤、ニトロキシ
ル化合物を含有するポリマー、ポリエステルアミド、修飾されたポリアミド、修飾された
アクリル酸ポリマー、ポリエステルとアクリル酸ポリマーとを含むくし型構造を有する分
散剤、リン酸エステル、トリアジン由来のポリマー、修飾されたポリエーテル、又は芳香
族非色素性物質由来の分散剤である。これらの親構造は、多くの場合、例えば官能基を保
有するさらなる物質との化学反応によって、又は塩形成によってさらに修飾される。
【００１６】
　色素分散剤とは、有機色素性親構造に由来し、前記親構造を化学的に修飾することによ
って調製される色素分散剤を意味し、その例は、サッカリン含有色素分散剤、ピペリジル
含有色素分散剤、ナフタレン若しくはペリレン由来の色素分散剤、メチレン基を介して前
記色素親構造へ結合する官能基を有する色素分散剤、ポリマーにより化学的に修飾される
色素親構造、スルホ酸、スルホンアミド又はスルホ酸エステル基を含有する色素分散剤、
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エーテル若しくはチオエーテル基を含有する色素分散剤、又はカルボン酸、カルボン酸エ
ステル又はカルボキサミド基を含有する色素分散剤である。
【００１７】
　補助剤として使用される非色素分散剤及び色素分散剤、界面活性剤又は樹脂の陰イオン
基も、例えばＣａ、Ｍｇ、Ｂａ、Ｓｒ、Ｍｎ若しくはＡｌイオンを使用して又は四級アン
モニウムイオンを使用してレーキ化できる。
【００１８】
　賦形剤及び／又は増量剤とは、ＤＩＮ　５５９４３及びＤＩＮ　ＥＮ　９７１－１に記
載の複数の物質を意味し、例は滑石、カオリン、雲母、ドロマイト、石灰、硫酸バリウム
又は二酸化チタンのさまざまなタイプである。これに関連して、前記乾燥した色素調製物
の粉砕の前に添加することは特に適切であることが明らかとなっている。
【００１９】
　本発明の色素調製は、好ましくは水性圧縮ケーキとして又は湿性顆粒として使用できる
が、一般に、自由流動の固体系、粉体、顆粒を含む。
【００２０】
　本発明は、本発明の色素調製物を調製するための方法も提供し、式（Ｉ）の色素分散剤
及び前記銅フタロシアニン色素を互いに混合すること、又はそれらを調製する作業中の任
意の望ましい時点で互いに作用させることを含む。例えば、顆粒形態又は粉末形態の前記
無水成分は、粉砕前又は粉砕後に混合することが可能であり、ある成分は、例えば湿性圧
縮ケーキの形態の前記成分を混合することなどによって、湿性形態又は乾性形態の他の成
分へ添加できる。
【００２１】
　混合は、酸糊化（ａｃｉｄ　ｐａｓｔｉｎｇ）、酸膨潤によって、乾性形態、湿性形態
において粉砕することによって、例えば捏ねることによって、又は懸濁液中で、又はこれ
らの方法の組み合わせによって達成できる。粉砕は、水、溶媒、酸又は塩などの粉砕補助
剤の添加によって実施できる。
【００２２】
　混合は、前記色素分散剤を、前記銅フタロシアニン色素へ、前記銅フタロシアニン色素
を調製する操作の間に添加することによっても達成できる。
【００２３】
　前記色素分散剤は、好ましくは前記フタロシアニン環系が前記対応するフタル酸誘導体
から化学的に形成された後、前記フタロシアニンへ添加される。
【００２４】
　前記化学合成由来の粗結晶形態において共通して得られる粗フタロシアニン色素は、例
えば酸ペースト化、酸膨潤又は乾式粉砕若しくは湿式粉砕によって粉砕される。粉砕の過
程において形成される細かい結晶のフタロシアニンは、例えば水及び／又は溶媒中で、一
般に上昇した温度で、例えば２００℃後で、及び、所望であれば、上昇した圧力下での仕
上げとして一般に言及される後処理へ通常供与されうる。前記色素分散剤はもちろん、異
なる回数で一部添加することも可能である。
【００２５】
　湿性色素調製物の乾燥は、乾燥オーブン、バケットホイール乾燥機（ｂｕｃｋｅｔ－ｗ
ｈｅｅｌ　ｄｒｙｅｒ）、タンブル乾燥機、接触乾燥機、及び特にスピンフラッシュ乾燥
機及びスプレー乾燥機などの公知の乾燥組み立て品を使用して実行できる。適切な乾燥組
み立て品の選択を通じて、埃が少なく且つ自由流動する粉末又は顆粒を生じることも可能
である。
【００２６】
　好ましくは、前記色素調製物は乾性形態、湿性形態又は懸濁液中で前記成分を粉砕する
ことによって、特に前記成分の塩混練によって調製され、さらに好ましい調製プロセスは
、仕上げの間又は仕上げの後に、前記色素分散剤を前記銅フタロシアニン色素へ添加する
ことを包含する。第三の好ましい製剤の変異形は、粉砕前に乾性形態で混合するものであ
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る。
【００２７】
　本発明の色素調製物は、例えばプラスチック、樹脂、ニス、塗料、電子写真トナー及び
現像液、エレクトレット材料、カラーフィルター、印刷用インクを含むインク、及びシー
ド（ｓｅｅｄ）などの天然源又は合成源の高分子量有機材料を着色するために使用できる
。
【００２８】
　本発明の色素調製物で着色できる高分子量有機材料は、例えば、エチルセルロース、ニ
トロセルロース、酢酸セルロース又は酪酸セルロースなどのセルロースエーテル及びセル
ロースエステルなどのセルロース化合物、例えば脂肪酸、脂肪油、樹脂などの天然結合剤
及びそれらの変換生成物又は例えばポリ縮合物（ｐｏｌｙｃｏｎｄｅｎｓａｔｅ）、ポリ
付加体、添加ポリマーなどの合成樹脂、及び例えばアミノ樹脂、特に尿素及びメラミンホ
ルムアルデヒド樹脂、アルキド樹脂、アクリル樹脂、フェノール樹脂などの共ポリマー、
ノボラック若しくはレゾールなどのフェノール類樹脂、尿素樹脂、ポリビニルアルコール
、ポリビニルアセタール、酢酸ポリビニル又はポリビニルエーテルなどのポリビニル、ポ
リ炭酸塩、ポリスチレン、塩化ポリビニル、ポリエチレン、又はポリプロピレンなどのポ
リオレフィン、ポリアクリル酸エステル若しくはポリアクリロニトリルなどのポリ（メト
）アクリル酸塩及びその共ポリマー、ポリアミド、ポリエステル、ポリウレタン、クマロ
ン－インデン樹脂及び炭化水素樹脂、エポキシ樹脂、異なる硬化メカニズムを有する不飽
和合成樹脂（ポリエステル、アクリル酸塩）、ワックス、アルデヒド及びケトン樹脂、ガ
ム、ゴム及びその誘導体及びラテックス、カゼイン、シリコン及びシリコン樹脂であり、
個別に又は混合物で存在する。
【００２９】
　前述の高分子量有機化合物が、プラスチック塊若しくはプラスチック溶解物の形態で、
又は紡糸溶液、分散剤、ニス、塗料若しくは印刷用インクの形態で存在するか否かは重要
ではない。企図される使用に応じて、配合物の形態で又は調製される生成物若しくは分散
剤の形態で、本発明の色素調製を利用することは有利であることは明らかである。
【００３０】
　高分子量有機媒体への組み込み時に前記色素調製物を調製することのみも可能である。
【００３１】
　本発明はその結果としてさらに、本発明の色素調製物の着色に効果的な量を含む高分子
量有機材料を提供する。
【００３２】
　本発明の色素調製物は、通常、着色するよう企図される高分子量有機材料を基準として
、０．０１重量％ないし３０重量％の、好ましくは０．１重量％ないし１５重量％の量で
使用される。
【００３３】
　特定の場合において、本発明の粉砕した及び／又は仕上げた色素調製物の替わりに、２
ｍ２／ｇ、好ましくは５ｍ２／ｇよりも大きなＢＥＴ表面積を有する対応する粗生成物を
使用することも可能である。この粗生成物は、５重量％ないし９９重量％の濃度における
液体形態若しくは固体形態で、単独で、又は、適宜、他の粗生成物若しくは即座に産生さ
れる（ｒｅａｄｙ－ｐｒｏｄｕｃｅｄ）色素との混合で、色素濃縮物を生成するのに使用
できる。
【００３４】
　本発明の色素調製物は、例えば、１成分若しくは２成分の粉末トナー（１成分若しくは
２成分の現像液とも呼ばれる。）、磁気トナー、液状トナー、重合化トナー、及び専門ト
ナーなどの電子写真トナー及び現像液における着色料として使用するのにも適している。
典型的なトナー結合剤は、個別の又は組み合わされた、スチレン、スチレン－アクリル酸
塩、スチレン－ブタジエン、アクリル酸塩、ポリエステル、フェノール類－エポキシ樹脂
、ポリスルホン、ポリウレタン、並びに、電荷調節剤、ワックス又は流動補助剤などの更
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なる成分も含むことができるか、又はこれらの付加される成分によってその後も修飾され
得るポリエチレン及びポリプロピレンなど付加－重合化樹脂、ポリ付加樹脂及びポリ濃縮
樹脂である。
【００３５】
　本発明の色素調製物は、さらに、粉末及び粉末コーティング材料、特に例えば金属、木
、プラスチック、ガラス、セラミック、コンクリート、繊維材料、紙又はゴムから作られ
る物品の表面をコーティングするのに使用される摩擦電気的に若しくは動電学的にスプレ
ー可能な粉末コーティング材料における着色料として使用するのに適している。
【００３６】
　粉末コーティング樹脂として、典型的には、エポキシ樹脂、カルボキシル含有及びヒド
ロキシル含有ポリエステル樹脂、ポリウレタン樹脂、及びアクリル樹脂が、通例の硬化剤
とともに使用される。樹脂の組み合わせも使用される。例えば、エポキシ樹脂は、カルボ
キシル含有及びヒドロキシル含有ポリエステル樹脂との組み合わせで頻繁に使用される（
前記樹脂系に依存する。）。典型的な硬化剤要素は、例えば酸無水物、イミダゾールであ
り、並びにジシアンジアミド及びその誘導体、マスクされたイソシアン酸塩、ビスアシル
ウレタン、フェノール類樹脂及びメラミン樹脂、トリグリシジルイソシアヌル酸塩、オキ
サゾリン、及びジカルボン酸である。
【００３７】
　さらに、本発明の色素調製物は、水性基礎及び非水性基礎の両者に関するインクジェッ
トインクにおける着色料として使用するのに適しており、前記ホットメルトプロセスに従
って作用するインクにおける着色料として使用するのにも適している。
【００３８】
　インクジェットインクは、一般に、本発明の色素調製物の１つ以上の（無水ベースに基
づいて計算される。）総計０．５重量％ないし１５重量％、好ましくは１．５重量％ない
し８重量％を含有する。
【００３９】
　マイクロエマルジョンは、有機溶媒、水、及び、適宜、さらなる屈水性物質（界面介在
物質）に基づいている。マイクロエマルジョンインクは、本発明の色素調製物の１つ以上
を０．５重量％ないし１５重量％、好ましくは１．５重量％ないし８重量％、水を５重量
％ないし９９重量％、並びに有機溶媒及び／又は屈水性化合物を０．５重量％ないし９４
．５重量％含有する。「溶媒に基づいた」インクジェットインクは、本発明の色素調製物
の１つ以上を好ましくは０．５重量％ないし１５重量％、有機溶媒及び／又は屈水性化合
物を８５重量％ないし９９．５重量％含有する。
【００４０】
　通常、ホットメルトインクは、室温で固体であり加熱すると液化し、好ましい溶解範囲
が約６０℃ないし約１４０℃であるワックス、脂肪酸、脂肪アルコール又はスルホンアミ
ドに基づいている。ホットメルトインクジェットインクは、例えば、ワックスの２０重量
％ないし９０重量％及び本発明の色素調製物の１つ以上の１重量％ないし１０重量％から
実質に構成される。ホットメルトインクジェットインクは、さらに、（「染料溶解剤」と
しての）付加ポリマーの０ないし２０重量％、分散補助剤の０ないし５重量％、粘性修飾
剤の０ないし２０重量％、可塑剤の０ないし２０重量％、粘性付加剤の０ないし１０重量
％（例えば、ワックスの結晶化を防止する。）、透明性安定剤の０ないし１０重量％、及
び抗酸化剤の０ないし２重量％が含まれてもよい。
【００４１】
　さらに、本発明の色素調製物は、順に能動的（ねじれたネマティックな）若しくは受動
的（高度にねじれたネマティックな）強誘電性ディスプレイ若しくは発光ダイオードであ
り得るテレビスクリーン、ＬＣＤ（液晶ディスプレイ）、電荷結合デバイス、プラズマデ
ィスプレイ又は電気発光ディスプレイなどの電気光学システムなどにおける加法的及び減
法的色彩発生の両者のための色彩フィルターのための着色料として、及び電子インク（又
はｅ－インク）又は電子ペーパー（ｅ－ペーパー）のための着色料として使用することに
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も適している。
【００４２】
　反射性色彩フィルター及び透過性色彩フィルターの両者の色彩フィルターとして公知の
ものの製造において、色素は、ペーストの形態で、又は個々のＬＣＤ部品（例えば、ＴＦ
Ｔ－ＬＣＤ（薄膜トランジスタ液晶ディスプレイ）又は、例えば（Ｓ）ＴＮ－ＬＣＤ（（
高度に）ねじれたネマティックなＬＣＤ））に対する適切な結合剤（アクリル酸塩、アク
リルエステル、ポリイミド、ポリビニルアルコール、エポキシド、ポリエステル、メラミ
ン、ゼラチン、カゼイン）において着色されたフォトレジストとして適用される。高温安
定性のほかに、高い色素純度が、安定したペースト及び／又は着色されたフォトレジスト
のための必要条件である。さらに、着色された色彩フィルターは、インクジェット印刷プ
ロセス又は他の適切な印刷プロセスによっても適用できる。
【００４３】
　本発明の色素調製物の赤みがかった青の色相は、色彩フィルター色セットである赤－緑
－青（Ｒ．Ｇ．Ｂ）に特に適している。これらの３つの色彩は互いに並んだ個別の色彩地
点として、及び逆光が全色画像をつくるときに存在する。
【００４４】
　赤色点のための典型的な着色剤は、例えばＰ．Ｒ．２５４、Ｐ．Ｒ．２０９、Ｐ．Ｒ．
１７５及びＰ．Ｏ．３８などの個別に又は混合されたピロロピロール、キナクリドン及び
アゾ色素である。緑色点の場合には、例えばＰ．Ｇ．３６及びＰ．Ｇ．７などのフタロシ
アニン着色料が典型的に採用される。
【００４５】
　必要な場合、前記個々の色彩点は、遮光の目的のために更なる色と混合することもでき
る。赤及び青の色相については、黄色、例えばＰ．Ｙ．１３８、１３９、１５０、１５１
、１８０及び２１３との配合を実施することが好ましい。
【００４６】
　本発明の色素調製物においては、それらの傑出した色彩特性及び流体力学的特性、特に
高い綿状沈殿安定性、迅速な分散性、良好な流体力学、高い色の濃さ、透明性、及び彩度
（クロマ）について注目すべきである。数多くの適用媒体において、本発明の色素調製物
は簡単にかつ高度な精細さへと分散できる。この種の色素分散は、塗料若しくは印刷用イ
ンクの濃縮物の色素沈着の高いレベルでさえ傑出した流体力学的特性を呈する。例えば光
沢、保護膜に対する堅牢度、溶解の堅牢度、アルカリ及び酸堅牢度、日光及び天候堅牢度
、及び色相の高い清浄度などの他の特性も非常に良好である。さらに、本発明の色素調製
物を使用して、色彩フィルターにおいて使用するための需要にある赤みがかった青の範囲
における色相を得ることができる。それらは高いコントラストを確実にし、さらに、高温
安定性又は急で狭い吸収帯域などの、色彩フィルターの使用の場合に与えられる他の必要
条件も満たす。本発明の色素調製物は、高純度及び低イオン含有量で製造できる。
【００４７】
　塗料セクタ、無水溶媒ベースのニス系における前記色素の特性を査定するため、公知の
ニス、媒体油アルキド樹脂に基づいた、及びブタノールエーテル化メラミン樹脂（ＡＭ）
に基づいたアルキド－メラミン樹脂ニスの複数のうちからの選択がなされた。
【００４８】
　前記色彩特性をＤＩＮ　５５９８６に従って決定した。
【００４９】
　分散後のミルベース（ｍｉｌｌｂａｓｅ）の流体力学を次の５地点尺度に基づいて視覚
的に評価した。すなわち、
　５　高度に流動的である
　４　液状である
　３　粘性がある
　２　わずかに固定している
　１　固定している
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である。
【００５０】
　Ｅｒｉｃｈｓｅｎ社製Ｒｏｓｓｍａｎ　ｖｉｓｃｏｓｐａｔｕｌａ３０１型を使用して
、前記粘性をミルベース（ｍｉｌｌｂａｓｅ）の最終色素濃度への希釈後に決定した。
【００５１】
　以下の実施例において、部分及び割合は特段に示されているものを除き重量によるもの
である。
【実施例】
【００５２】
　（実施例１）
　塩化ナトリウムの４５０部、商業的Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：６の７５部、ｎ＝
１の式（Ｉ）の色素分散剤３．７５部、及びジエチレングリコール１１０ｍｌを４０℃で
１６時間練り合わせる。前記練り合わせた組成物を５％強度の塩酸の２５００部分中に４
０℃で２時間撹拌し、前記懸濁液を吸引ろ過し、前記圧縮ケーキを脱塩洗浄し、乾燥した
。
【００５３】
　これにより色素調製物の７５．８部が得られる。
【００５４】
　前記ＡＭニスにおいて、前記色素調製物は赤みがかった青の色調を有する濃い色の透明
なコーティングを呈する。前記ミルベース（ｍｉｌｌｂａｓｅ）の流体力学は非常に良好
であり、前記上色（ｍａｓｓｔｏｎｅ）ニスの粘性は低い。
【００５５】
　（比較例Ａ）
　商業的な粗Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５の８０ｇを９７％強度の硫酸８００ｇに室温
で溶解する。前記溶液を、氷２５００ｇ及び水１５００ｇの混合物へ注ぐ。前記混合物を
８０℃へ加熱し、前記温度で３０分間撹拌する。前記懸濁液を吸引ろ過し、洗浄を実施す
る。このことにより２１．６％の固体含有量を有する水で湿った圧縮ケーキが得られる。
【００５６】
　前記圧縮ケーキ１８８ｇを、ｔｅｒｔ－アミルアルコール２６６ｇ、水１１０ｇ、及び
９７％強度の硫酸８．２ｇ中で撹拌する。塩化ヘキサデシルトリメチルアンモニウムの３
０％強度水溶液４．１ｇを添加した後、前記系を１３０℃へ加熱し、１３０℃で３時間撹
拌する。次に、蒸気蒸留によって前記アルコールを除去し、前記懸濁液を吸引ろ過し、前
記圧縮ケーキを洗浄し、８０℃で乾燥させる。このことにより（Ｘ線分光により決定され
る。）α相における銅フタロシアニン色素３５．７ｇが得られる。
【００５７】
　（実施例２）
　１３０℃での加熱前に、ｎ＝１、２４．５％の固体含有量の式（Ｉ）の色素分散剤の水
で湿った圧縮ケーキ８．１ｇを添加することを除き、比較例Ａと同様に実施される。これ
により、色素調製物３５．８ｇが得られる。前記色素調製物中の銅フタロシアニンはα相
にある。
【００５８】
　（実施例３）
　粗Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５の８０ｇ、ｎ＝１の式（Ｉ）の色素分散剤２ｇが硫酸
に溶解されることを除き、比較例Ａと同様に実施する。これにより、色素調製物３７．８
ｇが得られる。前記色素調製物中の銅フタロシアニンはα相にある。
【００５９】
　（実施例４）
　実施例２及び３の比較例Ａとのコーティング比較。
【００６０】
　前記ＡＭニスにおいて、実施例２及び３の色素調製物は保護膜に対する非常に良好な堅
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牢度（ＤＩＮ５３２２１に従って決定される保護膜堅牢度）を有する濃く着色された透明
なコーティングを呈する。比較例Ａと比較すると、前記コーティングは実質的に色が濃く
、有意により透明であり、前記光沢は高く（光沢測定は、ＤＩＮ６７５３０にしたがって
２０℃のある角度でフィルムを引きおろして実施した。）、前記色相はより清浄であり、
前記上色（ｍａｓｔｏｎｅ）ニスの粘性は低い。
【００６１】
　（実施例５）
　市販の粗トリ／テトラクロロフタロシアニン青８０ｇを、９７％強度の硫酸８００ｇに
室温で溶解する。前記溶液を、氷２５００ｇ及び水１５００ｇの混合物へ注ぐ。前記混合
物を８０℃へ加熱し、前記温度で３０分間撹拌する。前記懸濁液を吸引ろ過し、洗浄を実
施する。これにより、２３．１％の固体含有量を有する水で湿った圧縮ケーキが得られる
。
【００６２】
　前記圧縮ケーキ１７０．８ｇをｔｅｒｔ－アミルアルコール２６２ｇ、水１２２．８ｇ
及び１００％強度のＮａＯＨ７．９ｇに撹拌する。塩化ヘキサデシルトリメチルアンモニ
ウムの３０％強度水溶液４．１ｇの添加及び、ｎ＝１、２４．５％の固体含有量を有する
式（Ｉ）の色素分散剤の水で湿った圧縮ケーキ８．１ｇの添加後、前記系を１３０℃へ加
熱し、１３０℃で３時間撹拌する。次に前記アルコールを蒸気蒸留により除去し、前記懸
濁液を吸引ろ過し、前記圧縮ケーキを洗浄し８０℃で乾燥させる。このことにより色素調
製物３９．５ｇが得られる。
【００６３】
　（実施例６）
　商業的な粗トリ／テトラクロロフタロシアニン青８０ｇ及び、ｎ＝１の式（Ｉ）の色素
分散剤２ｇを９７％強度の硫酸８００ｇに室温で溶解する。前記溶液を、氷２５００ｇ及
び水１５００ｇの混合物へと注ぐ。前記混合物を８０℃へ加熱し、前記温度で３０分間撹
拌する。前記懸濁液を吸引ろ過し、洗浄を実施する。これにより、２３．１％の固体含有
量を有する水で湿った圧縮ケーキが得られる。
【００６４】
　前記圧縮ケーキ１７０．８ｇをｔｅｒｔ－アミルアルコール２６２ｇ、水１２２．８ｇ
及び１００％強度のＮａＯＨ７．９ｇに撹拌する。塩化ヘキサデシルトリメチルアンモニ
ウムの３０％強度の水溶液４．１ｇの添加後、前記系を１３０℃へ加熱し、１３０℃で３
時間撹拌する。次に前記アルコールを蒸気蒸留により除去し、前記懸濁液を吸引ろ過し、
前記圧縮ケーキを洗浄し８０℃で乾燥させる。これにより、色素調製物３７．４ｇを得る
。
【００６５】
　（実施例７）
　実施例５及び６のコーティング
　非水性分散（ＨＳ）に基づいたニスを焼灼する硬質固体（ｈｉｇｈ－ｓｏｌｉｄ）のア
クリル樹脂において、実施例５及び６の色素調製物は透明な上色（ｍａｓｓｔｏｎｅ）コ
ーティングを呈し、前記光沢は高い。前記金属コーティングは深く着色されて明るく、色
相（色彩フロップ）の角度による依存性を呈する。前記上色（ｍａｓｓｔｏｎｅ）ニスの
粘性は低い。
【００６６】
　（実施例８）
　商業的なＣ．Ｉ．ピグメントブルー１５：１の３０ｇを、ｎ＝１の式（Ｉ）の色素分散
剤１．５ｇと機械的に混合した。
【００６７】
　前記ＡＭニスにおいて高い光沢を有し濃く着色された透明なコーティングが得られ、前
記上色（ｍａｓｓｔｏｎｅ）ニスの粘性は低い。
【００６８】
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　アセト酪酸セルロース及びメラミン樹脂に基づいたポリエステルニス（ＰＥ）において
、及び前記ＨＳニスにおいて、前記色素調製物は同様に、透明な濃い着色のコーティング
を呈する。前記金属コーティングは深く着色され明るい。前記上色（ｍａｓｓｔｏｎｅ）
ニスの粘性は低い。前記ＨＳニスにおける光沢は高い。
【００６９】
　水性ポリウレタンベースのニス（ＰＵＲ）において同様に、深く着色され明るい金属コ
ーティングを有する濃く着色され透明なコーティングが得られる。
【００７０】
　印刷インクの分野における前記色素調製物の特性を査定するため、公知の印刷系、すな
わちニトロセルロース－アルコールグラビア印刷系（ＮＣ－Ａ）、水性アクリル樹脂ベー
スのフレキソ印刷系（ＦＤ）、及びアルキド樹脂ベースのオフセット系（ＯＤ）の複数の
うちからの選択がなされた。
【００７１】
　前記色素調製物を使用して、濃く着色され透明な印刷物が前記ＮＣ－Ａ、ＦＤ、及びＰ
Ｄ印刷系において得られ、前記印刷インクの粘性は低い。
【００７２】
　（実施例９）
　商業的なＣ．Ｉ．ピグメントブルー１５：６の３０ｇを、ｎ＝１の式（Ｉ）の色素分散
剤３ｇと機械的に混合した。
【００７３】
　（実施例１０）
　商業的なＣ．Ｉ．ピグメントブルー１５：６の３０ｇを、ｎ＝１の式（Ｉ）の色素分散
剤１．５ｇと機械的に混合した。
【００７４】
　（実施例１１）
　商業的なＣ．Ｉ．ピグメントブルー１５：６の３０ｇを、ｎ＝１の式（Ｉ）の色素分散
剤０．７５ｇと機械的に混合した。
【００７５】
　（実施例１２）
　実施例９、１０及び１１のコーティング。
【００７６】
　前記ＨＳニス及びＰＵＲニスにおいて、濃く着色され透明なコーティングが得られ、前
記金属コーティングは深く着色され明るく、前記ＨＳ上色（ｍａｓｓｔｏｎｅ）ニスの粘
性は低く、前記ＨＳコーティングの光沢は高い。
【００７７】
　（実施例１３）
　実施例１０の印刷物。
【００７８】
　実施例１０からの色素調製物を使用して、清浄な色相による濃く着色され透明な印刷物
が前記ＮＣ－Ａ、ＦＤ及びＯＤ印刷系において得られ、前記印刷用インクの粘性は低い。
前記ＯＤ印刷系において、良好な焼き入れ（ｓｃｏｒｃｈ）挙動が観察される。
【００７９】
　（実施例１４）
　商業的なＣ．Ｉ．ピグメントブルー１５：３の３０ｇをｎ＝１の式（Ｉ）の色素分散剤
１．５ｇと機械的に混合した。
【００８０】
　前記色素調製物を使用して、清浄な色相を有する濃く着色され透明な印刷物が前記ＮＣ
－Ａ、ＦＤ及びＯＤ印刷系において得られ、印刷用インクの粘性は低い。ＯＤ印刷系にお
いて良好な焼き入れ（ｓｃｏｒｃｈ）挙動が観察される。
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